
　
２
０
２
０
年
度
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
）
の
指

定
を
受
け
た
北
海
道
函
館
中
部
高
校
は
、

今
、
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
18
年
度
、
社
会
状
況
の
変
化
や
大
学
入

試
改
革
、新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、自
校
が
目
指
す
教
育
の
方
向
性

を
打
ち
出
そ
う
と
、田
尻
勝
敏
前
校
長
の

下
、「
白は

く

楊よ
う

魂こ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定
に
着
手
し
た
。
進
路
部
長
や
教
務

部
長
、有
志
の
教
師
に
よ
っ
て
、学
校
の

未
来
を
考
え
る
委
員
会「
Ｋ
Ｆ
Ｃ（
函
中

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
）」
を
設
置
。

教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
を
目
指
し
、
ま

ず
、目
指
す
生
徒
像
の
検
討
か
ら
始
め
た
。

　
Ｋ
Ｆ
Ｃ
は
、18
年
度
の
夏
、全
教
師
が
参

加
し
て
学
校
の
方
向
性
を
定
め
る
研
修
会

を
実
施
。担
当
教
科
・
科
目
や
年
代
が
多

様
な
５
～
６
人
ず
つ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成

る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、学
校
教
育
目
標

の「
高
い
志
を
持
ち
、次
代
を
創
造
す
る
人

間
の
育
成
」の
達
成
に
向
け
て
、育
成
し
た

い
生
徒
像
と
、そ
う
し
た
生
徒
が
備
え
る

べ
き
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
当
時
Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
現
総

務
部
長
の
弦つ

る

木き

裕ひ
ろ
し

先
生
は
、
研
修
会
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
普
段
は
自
分
の
思
い
を
吐
露
す
る
よ

う
な
教
師
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
音
で
語
り
合
う
場
を
設
け
る
と
、『
自

分
で
未
来
を
切
り
拓
く
、
視
野
の
広
い
生

徒
を
育
て
た
い
』『
も
っ
と
深
く
考
え
さ

せ
る
授
業
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
』
な
ど

と
、
育
成
し
た
い
生
徒
像
や
理
想
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
な
が
る
根
本
的
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合
格

者
数
な
ど
の
短
期
的
な
目
標
に
と
ら
わ
れ

る
教
師
は
、
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
研
修
会
は
２
回
実
施
し
、
出
さ
れ
た
意

見
や
情
報
を
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
を
用
い
て
整
理

し
、後
日
、そ
れ
ら
を
Ｋ
Ｆ
Ｃ
が
集
約
。「
育

成
し
た
い
生
徒
像
」
を
明
文
化
し
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
函
中
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
、「
傾
聴
力・思
考
力・

協
働
力
・
先
見
力
」
の
４
つ
と
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
教
育
活
動
と

し
て
教
科
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
生
徒

指
導
、
特
別
活
動
な
ど
を
位
置
づ
け
、
同

校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
白
楊
魂
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
形
に
し
た
（
図
１
）。

　
次
に
行
っ
た
の
は
、「
函
中
コ
ン
ピ
テ

＊　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

育成したい生徒像から
コンピテンシーを設定し、

教科を超えた指導体制を構築
北海道函館中部高校

◎函館尋常中学校として設立。「函中スピリット」
として「白

はくようこん

楊魂」を掲げる。北海道教育委員会
「医進類型指定校」。2020 年度から、文部科学
省「スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）」
指定校。22年度に理数科を設置予定。
◎設立　1895（明治28）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240人（全日制）
◎2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、旭川医科大、北海道教育大、
北海道大、東北大、筑波大、一橋大、京都大、公立はこだて未来大、札幌医科大
などに137人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、明治大、早稲田大、
同志社大、関西学院大などに延べ167人が合格。
◎URL　http://www.kanchu.hokkaido-c.ed.jp/zennichi/index.html

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

「
最
低
限
保
証
す
る
学
習
内
容
」

を
単
元
ご
と
に
明
文
化

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証
授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画今回

今回
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校
全
体
で
共
有
し
、
各
教
科
の
相
談
に
乗

る
こ
と
で
、「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

策
定
に
役
立
て
、19
年
３
月
に
は
全
教
科・

科
目
分
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
特
徴
は
、
具

体
的
な
記
述
に
あ
る
。例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」で
は
、「
ペ
ア
で

２
分
間
程
度
、Follow

-up Q
uestion

を

用
い
て
会
話
を
継
続
で
き
る
」（
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
）、「
入
試
を
想
定
し
、
理
由
も
つ

け
て
１
０
０
ワ
ー
ド
程
度
で
書
く
」（
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
単
元

ご
と
に
４
技
能
の
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
度

を
、
活
動
内
容
や
到
達
す
べ
き
数
値
目
標

と
と
も
に
明
文
化
し
た
。

　「
物
理
基
礎
」
で
は
、「
ア
ル
キ
メ
デ
ス

の
原
理
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
」（
運
動

の
法
則
）、「v

＝fλ

及
びf

＝1/T

の

公
式
を
導
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
用

い
て
簡
単
な
計
算
が
で
き
る
」（
波
の
性

質
）
な
ど
、
語
尾
を
「
で
き
る
」
に
統
一

し
、
最
低
限
の
到
達
度
を
明
確
化
し
た
。

　
そ
し
て
、19
年
度
は
、Ｋ
Ｆ
Ｃ
を
中
心
に
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る

た
め
の「
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」

を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時

休
業
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
準
備
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
施
行
は
延
期
さ
れ
、
現
在
、
佐
竹
卓た

か
し

校
長
の
下
、
運
用
に
向
け
た
最
終
調
整
を

進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
主
幹
教
諭

の
白
鳥
宏
之
先
生

は
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
現
在
は
、
授

業
や
学
校
行
事
な

ど
に
お
い
て
、『
函

中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
が
ど
れ
だ

け
達
成
で
き
て
い

る
か
を
測
る
指
標

と
し
て
、『
函
中

コ
モ
ン
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
』
を
ど
の

よ
う
に
運
用
す
る

か
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
」

ン
シ
ー
」
の
育
成
を
踏
ま
え
た
各
教
科
・

科
目
の
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
だ
。
従
来
の
シ

ラ
バ
ス
に
は
、
教
科
・
科
目
の
目
標
と
学

習
内
容
、評
価
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
改
訂
し
た
新
し
い
シ
ラ
バ
ス
に

は
、
指
導
計
画
や
単
元
ご
と
に
最
低
限
保

証
す
る
学
習
内
容
を
「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
し
て
示
し
た
（
Ｐ
．32
図
２
）。

　
英
語
科
で
は
、
数
年
前
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
到
達
目
標
、
評
価
方
法
を
、

教
師
だ
け
で
な
く
、
生
徒
と
も
共
有
し
て

い
た
。「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
策
定

に
お
い
て
は
、
到
達
目
標
の
設
定
と
そ
の

共
有
の
重
要
性
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

に
基
づ
い
た
授
業
改
善
の
進
め
方
な
ど
、

英
語
科
が
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

北海道函館中部高校グランドデザイン「白楊魂チャレンジ」図1

＊学校資料をそのまま掲載。

１
学
年
主
任

関
崎
淳
二

せ
き
ざ
き
・
じ
ゅ
ん
じ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

総
務
部
長

弦
木
　

裕

つ
る
き
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
英
語
科
。

主
幹
教
諭

白
鳥
宏
之

し
ら
と
り
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

16
年
目
。
英
語
科
。
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育
成
し
た
い
生
徒
像
や
資
質
・
能
力
の

共
通
認
識
が
教
師
間
で
図
ら
れ
た
こ
と
で

活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
、
教
科
・
科
目
を
横
断
し
た
コ
ラ

ボ
授
業
だ
。

　
こ
こ
数
年
、
英
語
科
で
は
、
他
教
科
・

科
目
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。
例
え
ば
、
公
民
科
と
の
コ
ラ
ボ

授
業
で
は
、
政
治
・
経
済
の
授
業
で
社
会

課
題
を
テ
ー
マ
に
調
べ
学
習
を
行
い
、
英

定
公
園
で
の
環
境
調
査
で
は
、
事
前
学
習

に
お
い
て
、
化
学
や
生
物
に
加
え
、
地
理

や
英
語
、
家
庭
科
な
ど
で
も
調
査
に
向
け

た
授
業
を
行
っ
た
。
生
物
で
は
、
公
園
内

の
動
植
物
の
生
態
系
と
大
沼
の
水
質
に
つ

い
て
の
調
べ
学
習
を
実
施
。
英
語
で
は
、

公
園
の
自
然
・
観
光
・
食
物
・
歴
史
・
地

形
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調

べ
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
英
文
で
ポ

ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
体
育
館
で
発
表
会
を

実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
地
理
で
は
、
大
沼

が
作
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
た
駒
ヶ
岳
の
噴

火
の
経
緯
を
学
ぶ
な
ど
、
教
科
・
科
目
を

超
え
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
推
進
し
た
。

　
１
学
年
主
任
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
主
導
す

る
関
崎
淳
二
先
生
は
、
教
科
連
携
の
効
果

を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
よ
っ
て
、
教
科
横
断
で
教

育
活
動
を
進
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
こ
こ
数
年
間
進
め
て
き
た
教
科
間
の

連
携
が
加
速
し
ま
し
た
。
育
成
し
た
い
資

質
・
能
力
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

各
教
師
が
そ
の
育
成
に
向
け
て
役
割
を
担

い
、
協
力
し
て
教
科
横
断
型
授
業
を
作
る

こ
と
で
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
答

え
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い
問
題
の
探
究

は
、
特
定
の
教
科
・
科
目
の
授
業
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く

の
教
師
が
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

語
の
授
業
で
は
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て

英
語
で
発
表
。
さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
を
基
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
た
。
そ
の
よ
う
に
生
徒
の
考
え
を
深
め

て
か
ら
、
公
民
科
の
政
治
・
経
済
の
授
業

に
戻
っ
た
（
図
３
）。

　
全
10
時
間
の
最
後
に
は
、
生
徒
に
振
り

返
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。「
教
科
の

枠
を
超
え
た
授
業
に
意
義
が
あ
る
」
と
い

う
項
目
の
肯
定
率
は
、
約
９
割
に
も
上
っ

た
。
授
業
を
担
当
し
た
教
師
の
振
り
返
り

で
は
、「
担
当
者
間
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
た
」
と
い
う
総
括
が
あ
っ
た
一

方
で
、「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、

生
徒
が
理
解
し
た
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
を
日

本
語
で
語
っ
た
り
、
書
い
た
り
す
る
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
英
語
の
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
」

を
扱
う
単
元
で
は
、
化
学
と
の
コ
ラ
ボ
授

業
を
行
っ
た
。
油
の
再
利
用
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
実
験
動
画
を
化
学
の
教
師
に

製
作
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
英
語
の
副
教

材
と
し
て
活
用
。
英
文
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
、
視
覚
的
な
情
報
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
生
徒
の
よ
り
深
い
理
解
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
多
く
の
教
師
が
、
他
教
科
・
科
目
の

シ
ラ
バ
ス
と
担
当
の
教
科
・
科
目
の
学
習

内
容
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
連
携
で
き

る
部
分
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

育
成
し
た
い
生
徒
像
や
資
質
・
能
力
を
教

師
間
で
共
有
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
押
し

と
な
り
ま
し
た
。『
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

や『
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
』に
よ
っ

て
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
教
科

横
断
型
の
取
り
組
み
が
、
一
層
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
弦
木
先
生
）

　
今
年
度
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
で

も
、
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
・
２
学
期
に
１

年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
近
隣
の
大
沼
国

「函中スタンダード」１学年　物理基礎（抜粋）図２

前期

４月 ５月 ６月

年
間
行
事

始業式
入学式
模擬試験

高体連地区大会
耐久レース

前期中間考査
模擬試験

単
元

◎運動の表し方
•速度
•加速度

•落体の運動 ◎運動の法則
•力とそのはたらき
•力のつり合い

学
習
内
容

•速さと速度
•ｖーｔグラフ
•合成、相対速度
•加速度
•等加速度直線運動

•自由落下
•鉛直投げ下ろし
•鉛直投げ上げ

•力の定義
•力の種類
•力の合成、分解
•力のつり合い

函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
最
低
限
保
証
す
る
学
習
内
容
）

•グラフから速度や移
動距離を求めたり、与
えられた条件からグラ
フを書いたりすること
ができる。
•直線上で運動する２
物体の相対速度を求め
ることができる。
•加速度の意味を正し
く説明でき、等加速度
直線運動の３公式を導
くことができる。

•自由落下の実験を行
い、記録テープの目盛
りの読み方、実験結果
からの速度、加速度の
求め方を理解するとと
もに、重力加速度の値
を確認できる。
•等加速度直線運動
と①自由落下、②投げ
下ろし、③投げ上げの
違いを確認し、それぞ
れの形に合わせた式に
変形させることができ
る。

•力の種類を理解し、
物体に加わっている力
を正しく図示すること
ができる。
•物体に加わっている
力を分解し、力のつり
合いの式を立てること
ができる。

＊学校資料を基に編集部で作成。

育
成
し
た
い
生
徒
像
の
共
有
が

コ
ラ
ボ
授
業
の
活
性
化
を
促
す
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と「
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
土
台
に
作
成
し
た
。
同
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
研
究
課
題
に
「
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

を
備
え
、
地
域
及
び
世
界
を
イ
ノ
ベ
ー
ト

す
る
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
」を
掲
げ
、

科
学
的
探
究
心
を
育
て
る
「
Ｓ
Ｓ
研
究
」

い
だ
さ
せ
る
よ
う
な
問
い
か
け
を
、
教
師

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
共
通
認
識
を
教
師
間
で
持
て
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
に
問
題
発
見
能
力
を
加
え
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
事
項
の
１
つ

で
す
」（
関
崎
先
生
）

　
今
後
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
な
ど
を
通
じ

て
新
た
に
見
え
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

「
函
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
や
「
函
中
コ
モ

ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
教
育
活
動
へ
の
落

と
し
込
み
も
一
層
進
め
て
い
く
。
着
手
す

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
、
白
鳥
先

生
は
語
る
。

　「
22
年
度
に
新
設
予
定
の
理
数
科
の
あ

り
方
も
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
教

育
活
動
と
の
整
合
性
を
図
り
、
そ
れ
を
校

内
に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課

題
で
す
。
そ
の
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
や
『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
な
ど
を

地
域
に
も
発
信
し
、
本
校
の
教
育
が
地
域

の
方
々
に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
育
成
し
た
い
生
徒
像
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
教
育
活
動
を
地
域
や
中
学
校

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
中
高
接

続
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
教
育
の
質
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
、
文
理
融
合
型
の
「
Ｓ
Ｓ
英
語
表
現
」、

先
進
的
な
科
学
技
術
研
究
を
行
う
「
Ｓ
Ｓ

特
講
」
を
３
本
柱
と
し
て
い
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
育
成

し
た
い
生
徒
像
や
『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
』
を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
は
、
本
校
が
育
成
し
た
い
生
徒
像
を

実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。
今
後
は
、

効
果
検
証
も
、『
函
中
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』

や
『
函
中
コ
モ
ン
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
』
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
実
施
し
、
取
り
組
み

を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」（
関
崎
先
生
）

　
同
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
１
学
年
団
全
体

で
推
進
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
理
系
の
教

科
・
科
目
が
得
意
な
生
徒
ば
か
り
で
は
な

く
、
環
境
調
査
で
は
、
観
光
や
教
育
な
ど

の
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
生
徒
も
い
た
。
し

か
し
、
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を
目
的

と
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、必
ず
仮
説
を
立
て
、

調
査
や
実
験
か
ら
得
た
数
値
デ
ー
タ
を
用

い
て
考
察・検
証
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
調
査
や
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
を

基
に
問
題
点
を
探
り
、
環
境
改
善
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
探
究
学
習
を
行
っ
た

が
、
そ
の
過
程
で
、
生
徒
の
問
題
発
見
能

力
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　「
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
何
が
問
題
な
の

か
が
分
か
っ
て
い
な
い
生
徒
が
目
立
ち
ま

し
た
。
問
題
点
を
見
い
だ
す
力
は
、
物
事

を
改
善
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
１
つ

で
す
。
そ
れ
は
、
知
識
を
習
得
さ
せ
る
だ

け
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
教
師
が

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
か

ら
、
疑
問
を
持
た
せ
、
生
徒
に
問
題
を
見

英語科と公民科とのコラボ授業の概要図３

■授業の流れ（全10時間）

教科 授業内容

１
〜
３

公民科
（政治・経済）

６グループに分かれ、下記の６つのテーマから１つを担当し、
調査・研究を行う。
①中小企業、②農業・食料、③公害防止と環境保全、④消費者
問題と消費者保護、⑤労使関係と労働市場、⑥少子高齢化社会
と社会保障

４
〜
６

英語科
公民の授業で調べた内容を、英語でプレゼンテーションするた
めに準備を行う。

７
〜
９

英語科

グループごとに英語で発表。発表後には質疑応答の場を設け、
そのやりとりもすべて英語で行う。その後、英語科教師がファ
シリテーターとなり、英語でディスカッションを実施。生徒は
それぞれの考えを深めていく。

10
公民科

（政治・経済）
単元の振り返りを実施。ペーパーテストで学習内容の定着度の
確認と、授業アンケートを行う。

＊学校資料を基に編集部で作成。

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

見
い
だ
し
た
生
徒
の
課
題
を

日
々
の
指
導
に
生
か
し
て
い
く

■目的・ねらい

❶現代社会にかかわる様々な課題について、主体的に学習に取り組むことで、
課題解決のために必要な知識を身につける。
❷グループワークによってほかの生徒と課題を共有することで、思考力、判断
力とともに協力して物事を進める力（協働性）を育む。
❸理科や社会的な分野の様々なコンテンツについて、課題解決のために思考し
たことを英語で表現することで、英語を伝達ツールとして活用する。
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